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1鞭日本外洋帆走協会

ヨット界の向上のために
一諸先輩の一考を煩わしたい

古屋徳兵衛
最近のクルーザーの増加は目醒ましい。

十年前には全く想像も出来なかった繁1III振

りである。我々にとってはまことに蠣しい

限りである。山と海との間の幣状の狭い土

地に一億の人間がひしめき合っているこの

陸地から離れて、大海原に喜びを見川すこ

とを知った人間は幸橘だと思うし、今後こ

の傾向は一肺溌んになるであろう。

ただクルーザーの歴史の浅い日本での急

激な膨張が、イ''111.｝か思わぬ事故の発生に連

がりはしないかと心配になる。セーリング

ボートはモーターボーI､と違って何も知ら

ぬ人が直ちに運航川来るものではないが、

急激な膨張はやはり1;川練の浅さを招く恐れ

がある。

NORCは、その名の通りオーシャンレ

ースを中心にし、これを軸として艇の性能

の向上や乗員の技術の向上に努力してヨッ

ト界全休の水準を上げる事がその目的であ

る｡NORCに入っている人々は、レース

派であろうと、ブルーウォーター派であろ

うと、NORCの厳格な統制指導の下にあ

るからよいが、NORCに入らないクルー

ザーも今後は一層増加して行くだろう。しザーも今後は一層増加して行くだろう。レースに出るので

はなくクルージングだけを楽しもうとする人々にも、それ

相応の技術の向上と安全を図る能力がなければならないが、

現在の日本では一休碓がその世話をするのだろうか。

こうした人々を掌握することはNORCの仕事ではない

と思うが、之を単に各所のヨットクラプに委せるだけでは、

各クラブの能力や責任の差が大きすぎる現状では必ずしも

安心だとは云い切れない。ヨットクラブと云っても愛好者

達の作っているものは、ハーバーもクラブハウスも持って

いないのが多い。ヨットハーバーとクラブハウスを備えた

ヨットクラブは、日本では殆んど営利企業のものである。

企業である限')採算第一であることは当然である。従って

技術の向上とか艇の安全性とかは第二義的となり、それ程

強い関心は払えない。企業である限り、ヨ､ソトハーバーや

クラブハウスは経'脚･のPRの為めの施設で、之を材料にし

て土地やマンションの,葹却を有利にし、蚊はホテルやﾚｽ

ﾄﾗﾝの繁昌を期待するのは当然のことである｡

現在のこうした加i没の運営を見ていると、さすがに今迄

のものは、企業Ⅲとクラブメンバーとの協力によって相当

な配慮が払われて)ITI･')、ヨット界の向上に大きく寄与して

居ると思われるが、今後続出するであろう埋立地分潅を含

むヨットハーバー聯の中には、手離しでは安心出来ないも

のが多いような気かする。一体これを今後どうしたらよい

のだろうか。術外'11の1fllもiﾉ<IIIあることだろうと思うので

諸先輩の一考を畑わしたいと思う。

(NORC副会長・関東支部長）
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伊良湖沖救難訓練を実施して
-－東海支部発足以来の壮観一

伏原幹一郎
この総合訓|練の企画が提案されたのは、昨年支部常任委

員会の席上、今年度('70年度）のレース日程を検討する際
であった。

角田支部長から、支部所属の全艇が年に一回は一堂に会

する機会を作り度い、又、例年鳥羽レースは鬼|崎フリート

のポイントレースとなっているが、之を支部レースへ移し

てはどうか、といった‘粥問があり、各フリート（鬼崎、衣

浦、蒲郡、鳥羽）から一番集り易い、そして各フリート基

地スタートのポイントレースのフィニッシュとして望まし

いのは何処かと云うことになり、伊良湖港がよいのではな

いかと同然に結論が川た。そこで安全委員長（今関）から

意見があり、今年は安全委員会の行事の一つで小牧航空自

術隊の基地見学を行い、救難態勢、救難機材を見聞するこ

とが川来たが、今度はその伊良湖港での全艇集結の時に、

実際の救助副||練を実行出来ないだろうか、と云うことにな

った。勿論全員賛成でスケジュールに折込もうと云うこと

になり、折角年11111の機会であるので、より充実した内容

にしたいという期俳もあり、日程は10月の10，11日の連休

日とし、各フリートからのポイントレースフィニッシュ後、

救難ヘリコプターの見学、港外での航空脚衛隊ヘリコプタ

ー、抑止保安部巡視艇協力の総合牧雌,jil練、続いて港内で

はff艇安全備1Y!のテ？モンストレーション、夜は伊良湖観光

センターでのパーティーと実行索のアウトラインがまとま

ったO

.l.11速支部長からは航窄幕僚監部および海上保安部へ、安

全姿i1長からは現地航’腱、衛隊の-ﾉﾉへ働きかけてもらうこ

ととなり､協力を受けられる可能性は'-.分とのことであっ

た。その後期日が迫るに従い、支部長始め各扣当委貝は、

関係先へのお願い、具体的な打合せと忙しくなった。支部

内での打合せも数回持たれ、その時一番心配になったのは、
何しろ初めての試みであり、果して何艇参加出来るだろう

か、何名集るだろうかと云う事であった。そこで各フリー

ト、キャフ°テン、各セーリンク．グループのリーダーが手分

けをして部内PR、勧誘は勿論、広く当海域のNORCjt

加入の艇も含めて働きかけることとなった。海上保安部と

の打合せ会では、保安部の方も大変な熱の入れ様で、専ら

御厄介になる方のヨット乗りとしては、この船采り仲間の

暖い気持の通じ合いは本当に鱸しいことの一つであった。

一方安全委員長はじめ各委員も小牧救難航空隊との詳細な

実施細目の打合せ、又、伊良湖観光センターとパーテイー

の接渉と東へ西へ（正確には北へ南へ）と大車輪の働き振

りで漸く準備が終ったのは、本当に期日間|県の10月に入っ

てからであった。

いよいよ訂||練当日、伊勢湾の鬼崎フリートからはレース

参加艇、バッカニア、鰔、ネービーブルー1I、うずしお、

零、サナル6艇の00:00スタートと前後して、計15艇が出

港、夫々伊良湖港を目ざす。時々雲にかくれる円い月に塊

が美しい。このまま天気がもってくれるだろうか？風力

は1～2で少々不足だが気持の良い夜のクルージングだ、

三河湾の蒲郡フリートではレースをと')やめ、早朝フリー

トを組んで出港となった模様、衣浦フリートは一番近い大

井港から参加となる。

鬼崎からの艇は早朝4時頃から次々 と{ﾉﾁ良柵l港へ入港、
天気予報では気圧の谷の東進で前線が下がり、ぐづついた

雨模様となると云う。一番気掛りだった空樅様も、東海上

の高気圧の勢力が未だ残ったが、朝日の輝く明るい青空の

絶好の訓|棟日和')だ。7時、ファーストホーム。パッカニ

アがスピンを下しながら入港して来る。続いて時間を置い

て同じく鮠、零、ネービーブルー11,うずしお、サナルの

順でフィニッシュ入港する。港内では各艇フェリー捜橋に

船首を揃えて接舷、色ど')にぎやかに船飾をほどこし、和

気講々たる交歓風景があちこちで出現、この盛観に伊良

湖・鳥羽をむすぶフェリーの乗客等も目を奪れている様子、
東海地方のクルーザーシットの存在を一般にPR出来る絶

好の機会で、ちょっと胸を張りたい気持にもなる。

9時半、支部長は計||練参加各艇々 長、バッカニア（日比)、

うずしお(各務)、ネービープルーII(天野)、雛(柴田)、零

（古橋)､プチ･プランス(伏原)を招集､訓練実施につきかね

ての計画打合せ通り、総指郷角IH支部長。塔乗の巡視艇

“きよしも”の楴頭に偏号城「､1」で第1iyll棟発動、プチ・

プランス出火想定。ライフラフトを下し乗組同離脱、ヘリ

コプターにて釣上げ救助。｛,;号旗「2」で鋪2,illl練発鉱

巡視艇"みやかぜ"より放水､プﾁ･ブﾗﾝｽ消,ﾉ<作業、

信号雄「3」で第3訓練発動、バッカニアより唯細【12名

海中に落水“みやかぜ'，のゴムボートで引拐げ救川j、hi号

旗「4」で第4訓練発動、Aグループ、うずしお、ネービ

ーブルーII、プチ・プランスは．‘きよしも､，、Bグループ、

バッカニア、號、零は“みやかぜ”によ')拠航,i!||練を受け

る、当該各艇は、旗、鏡、発,聴筒、偏号燗乎で牧助ハ苛号を

行い救助を求める等、覗前の再硴認と1満注意1＃項指示さる°
出港は12:00、訓|棟開始は13:00と決る。10:45、航空自

衛隊小牧基地よりヘリコフ・ター飛来、訂||練らしい雰囲気と
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"菱，鯵
なる。ヘリコフ°ターは岡田一･肘、今閲安全愛ii長等の発‘蠅

筒を使っての誘導で、前以て石灰マークで唯術した/|雌所

定位簡へ見事精陸する。各艇の希報荷はヘリ見学。隊長勝

山三性、機長福山一尉より救難ヘリコプターの装備、海上

に於る救助方法につき、詳しい説明を聞く。続いて巡視艇

“きよしも”“みやかぜ”も到精。いよいよIJII練気分は昂揚

する。一方、三河フリートの到ｲﾘやや遅延の無線迦絡あ'）

(Mフリート内タレットJA2PFSと在111･fLiMIJA2P

DSとの交{!;による）港外にて合流することになl)、う.チ．

う°ランスにはヘリコプター釣上げの為、｜'|術隊ii1椚唯'）

込み、予定通り12:00揃って全艇川港する。，III"i"城ll+良

柵碓雌台N1．5nmへ向う。途中プチ・プランスJA2SJ

Mよりアマチュア無線2mバンドを用いてijll練非常通偏に

よ')救難述絡を電話依頼の為陸上一般アマチュア局を1,平出

すも応拝得られず残念。傍受艇タレ､ソト、JA2PFSに

より発11;の確縄はされておl)、矢張りワッチハjが必要なの

だろうか？このころより三河湾フリートの17嵯は北-ｹに

現われ、順次現場到椅。計32盤の|坤容となる。12：45、’'1

術隊ヘリ、我々の上空へ飛来。ここで芳干･lf前打合せのギ

ャップあり、ヘリのホバリング性能、航続時|川の側係から

ヘリ降下川度を決める為、直ちにライフラフトを投下し、

ラフトkにて発‘蝋備号を用い、l乢向を,す様要,il'iあり。巡

視艇撚唯の支部長とCBトランシーバーにてこの胃迦絡猯

派を得んと懸命に呼出しを行うも混1，;、I'111i:l稚貯等にて交

｛,;不能、この時（12：50）漸く巡視艇州港、全速にてこち

らへlf'1うを!忍め、止むを得ず第1ijll練発動を待たずして信

号'昭点火、NC旗を揚げ、ライフラフトを投下展張し、向

術隊員と共にプチ・プランス染組員（隅件）艇より離脱す

る。ラフト上にて発‘聴筒点火、ヘリコプター風下よりライ

フラフトに接近するもホバリングi巾々安定せず、1回、2

IIIIと反侭をI;Kみる。この頃巡視艇も到綿。放水、消火illl練

開飴（この間巡視艇よ')再三ラウドスピーカーによっても

指示あ')たるも、殆ど了解出来ず。確実な艇間通偏のむづ

かしさを痛感する）3回目の接近にてホバリング高度6～

7mで安定し、ライフラフトより自衛隊員釣上げられる。

その後ヘリ上空を旋回、機上からは手を振りつつ帰投する。

引続き鋪3iyll練発動にて、バッカニアより乗組員2名、ラ

イフジャケットを滴け海中へ飛込む。少1I寺漂流の後“みや

かぜ”から下されたゴムボートにより、無事引揚げられ収

容さる。第4訓練発動（訓練とはいえ無我無中、この頃漸

くやや落着く）で曳航訓練に移り、バッカニアは“みやか

ぜ，,．よりもやい銃発射。もやいを引込み曳航開始、“みや

かぜ”一パッカニアー號一零の順で曳航、“きよくも”も

同様もやい銃を発射、うずしお一ネービープルーII-プチ

プランスの順で曳航、伊良湖港に向う。速力約5ノット｡港

外にてもやいを離して訓練を終了する。13:30、大分時間

が経過した感じであったが、こんな時間であった。全艇入

港、休息をとり、15:00より訂II棟反省会が開かれ、支部長

から『初めての総合訓練としてはまあまあの良い出来であ

った』との講評を頂いたが、今度で一番涌感された事は有

事の際、艇と艇との通信連絡が殆ど不能に近いと云うこと

であった。安全対策上からも今後の研究課題であろう。又、

海が穏かで好天に恵まれ過ぎて、訂||練艇に於てもj避雌を想

定しての実感に乏しかった為か、ライフジャケットさえ芯

けず見物気分の乗組員の見掛けられたのは、やや点晴を欠

いた点だった。安全委員長からは、今度の経験を生かして、
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伊良湖港中央桟橋をいろどる鬼崎フリートの各艇

来年も是非より充実した訓練を実施しようということで締

括られた。

訂||練終了後は32艇が港内に集結、再び船飾を施し伊良川

港内一杯をいろどる、東海支部発足以来の壮観となり。6

時半からのパーティーもNORC会長を初め、当海域クル

ーザー乗り仲間が160名一堆に会して、支部長挨拶から初

ま・りチタⅡI、ガメツヤヘの記念品贈呈、レース表彰、訓練

艇への褒賞、就中冷い海中へ飛びこんだ両君へはその犠牲

的精神に報いて特にウヰスキーが贈られ、全貝の拍手をあ

びた。続いて各艇の'1己紹介では思い思いの趣向で楽しい

交歓となり、メンバー特Wll川演の余興演奏も折込まれて時

間の経つのも忘れ、9時近くまで徹がつくされた。

パーティー終了後も泊地では賑かな花火の音と光の交錯

する中で、ヨット仲間の誘いは夜の更けるのを忘れさせ、

本当に充実した楽しい1日を皆しみじみ味っていた様子で

あったが、明日の‘＃i港に備えて各艇12時前には静かな眠り

に就き、今日の一日を終った。

（東海支部・海上ﾖ||練担当委員長）

ヘリコプターによる吊上げ訓練、後方

「みやかぜ」は消火銃による放水訓練
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蕊篝議議繍〈関東支部＞ボイントレース｡ｻﾏーｼIﾉーズ報告

NORC間東支部主樅のｲⅡ棋祢ポイントレースのサマー

シリーズはiil-40盤の参加の下に、如何にもたのしい華やか

な祇迦をふりまいて行われた。シリーズ通算成績は別次の

通')で、クラスI、II、Ⅲ総合でば葹~[がl11例的な強さで

他を1f』せつけず光勝、ヌクラスⅥ、VではVEGAⅢが'戊

定した走りで、たくみに他艇の|Ⅲl隙を縫って健勝を飾った。

今lulのサマーシリーズのトピックスを、マスコミ週刊,悲

瓜に挙げて見ると、

1.｢女は度胸ヨ｣－ボインになぎ倒されたヨットマン達。

オール美女乗組みで完全優勝したAOLELEⅣと、アシ

と瀞<NORCの先生方。

2.｢整形手術で見事なカムバック｣－ヒース英首卜'1に張り

合う'|X太郎議員のスサマジイ執念、老雄CONTESSA

IIをよみがえらせる。

3.r経済大国日本一ヨシI､界も大咽化｣－クラスI時代

の幕明け。ROCINANTEIIとKAY-7のファーストホ

ーム争い。

4.「その名も宿酔号｣－銀座マダムのヨット操縦法。

初の女性オーナー・スキッパーの斬艇HUNGOVERII。

冗談はさておき、以下各レースをふり返ると、

7月レース（7／7）

台風接近による荒天予想と、避州漁船の災中により汕壷

フリートが全艇,LII場不能となった為、'|1止・

8月レース（8／9）コースIII葉山廻り

快晴、波静かでNE7～8mの絶好のレースコンテ､イシ

ョン。当日の最大の話題はNORC姑まって以来、いやlll:

界オーシャンレース界でも稀有なるオール女性乗組みによ

るAOLFT,FⅣの登場であった。メンバーは全NORCk

り、何よりも美貌を第一･条件として選抜された下記の6i'i

であるが、その結果、全員がNORCメンバーで6名中5

名迄が小烈船舶操縦士免詐保持満と云う、世にもまれなる

強力メンバーの誕生となった次鈍。

スキッパー：小林則子蛾(通称COB)KELONIAII

の主力メンバーで、ヨット雁5年、NORCの公式計測貝。

クルー：1．重田恵子嬢(通称KAY)LOTUSのケイ

子チャンと云えば油壺のアイドルとして有名。フォアデ

ッキを担当。

2．村上由美嬢(通称YOU&ME)SAMOAIIのマ

スコット。将来は世界一周をねらう可憐なウーマンパワ

ー。セールトリム担当。

3．田畑道子嬢(通称MEEK)AOLELEⅣの唯一の

女性オーナーでやさしさ抜群。デッキウォッチ担当。

4．矢島純子雄(通称JUNEBAY)BAHANのオー

ナーであるドクター矢烏の令嬢で、潮気と色気でNOR

Cに大センセーションを起している人。ジブシート担当。

5．松本仁子嬢(通称MATCHER)OLYMPUSIIIで

歴戦のクルー、海陸で色々のエピソードの持主。メンシ

ート担当。

当月の参加艇30隻皆がこの史上まれなる美女クルーを一

目拝まんと、AOLELEⅣの11111にぴったりくっつき、スタ

ートラインは別の意味で大混乱。’'1にはシートもテイラー

も放り出して双眼鏡を持ち出す助平艇もあり、全艇暫し足

を止める間に、女性車するすると抜け出し、この艦ダント

女性上位の8月レースー

｢竜王｣・｢VEGAⅢ｣総合優勝
ツで走るわたるわ。我に'111}った男性猛省連がそうはさせじ

と必死に食い下るもそのﾊ'iは|卿〈---万、マーク迄に大型艇

3嵯に抜かれただけ。廻航後のスピンワークもケイコチャ

ン、ユミチャンのあざやかなデ､ソキワークで兄|lfな花を開

かせ‘|‘舟走、又,|ルヒ。遂にクラスⅣ、Vでは他艇を大きくijl

き離し、ﾌｧｰｽﾄﾎｰﾑ総合催勝./女性上位もここに

'叱まれりの感。大体AOLEI｣Eと云うフネはベテランリj性

'ili:が走らせても2位以l塔に入ったことがないのに、所要時

間も3時間を大II1に削る快I記録、一体どうなってんのと、

いぶかるNORCの先生-b．への答は･･･“・「ヨットは顔で走

るものなのヨ.ﾉ」とのこと。

尚､このﾚｰｽにはROCINAXTEIII､KAY-7がｸﾗ

ｽIでエントリー、I1本のヨット界にもクラスIのレース

か‘ｲjわれることになり、二れは又一つのエポ､ソクだったが、

AI1何せんｵー ﾙ女'|ﾉ|艇號場のlMjには縦やかさを失い､どう

にか先にフイニッシュしてクラスIの而目は保ったものの、

やはり女には狼の上らぬグループの一風となった次第。

9月レース（9／6）コースII、江の島・葉山廻り

うす曇り、SE3～5m。このレースには、8川女性軍に

光收し､潮笑われた村本デザイナーが､う°ロのIIIIIIにかけて

も''i辱せんものと、''1らクラスⅣに身を落し､MANI)ARIN

J)UCKで挑戦、兄1iクラスⅣ、V総合催勝を為し遂げた

が、この気配を察した女性'iliWは111･〈も勝ち逃げを決め込み

AOLELEⅣはも抜けのから、軟弱男性クルーが乗って

いた為、艇本求の走りしか兄せず10位に転落、逃げた女房

の世産を見悔食いつぶしていた。’1吟呼、男は愛蛎.′

所がここに、今一つ女は度胸のフネが現われた。その名

もHUNGOVERII宿酔号.／銀座は「せんだん」なる

バーの勝美マダムがオーナースキッパーで乗り込むヴァン

デシュタット設計の新鋭24吸艇。初陣にしてはよく走り、

クラスV3位に食い込んだ。日本も大したもんだ。クラス

1，11，111では前月に引き続き竜王が圧倒的に強く両レー

スに1位ダントッでシリーズカップを奪った。更に注目さ

れたのはセールNo.188の老嬢CONTESSAIIの見事なカ

ムバックである。マストをアルミにし、フッドのセールを

新調､Jを伸ばし、ｷｰﾙを削り大改造のかいあって､シ

リーズ通算クラス1位、総合2位は賞讃に価しよう。

その昔、ポイントレースと云えばCONTESSAと

LOTUSのファーストホーム、優勝争いで湧いたものだが

･･･'･･LOTUSも又、いつの日か奇跡のカンバックならんも

のか？それにしても9月レースにはVAG0，REDSHARK

の両ﾌｵｰﾐｭﾗｰボートが出場せず、何とも寂しかった｡

一説によると、女の子に敗けるのが嫌で敬遠したとかの

ウワサもある。クラスⅣ、Vは前回1，2位のAOLELE

Ⅳ、KELONIAIIの不振で大混戦となり、その間隙を縫

ったVEGAIIIがシリーズ総合優勝杯を手に入れた｡これ

ぞまさに漁夫の利か？

以上、誠にフザケたレース結果報告となり、お叱りの面

もあろうが、真夏のハプニングとしてお許し願いたい。

尚、EMEは8月レースに出場したが、TCF未算出で

あった為、不参加扱いとし、8月の成紙から省いた点、御

諒承頂きたい。

（向井七男也）

－4－
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10月9日22:00、小網代湾口に設沼したスタートライン

を季節はずれのS～SWの風か吹きぬけている。まずクラ

スⅣがスタート、時報に遅れること2，3秒で「ホリデイ」

がト､ソプに飛び,IIIし、その風上を「つばき」がコミッティ

ポーI､ぎりぎりにスタート､「竜飛」がその後をぴった'）

とつけて、まずは好スタートを切ったクラスⅣの6隻は淵

11,1i1口の風の振れに一瞬とまどいを見せながら暗い海の!|1

へと吸い込まれていった。30分遅れのクラス1，11，Ⅲの

スタートはさすが迫力を感じさせた。最近のNORCにお

いて艇の大型化をこの神子元烏ﾚｰｽが如実に物語ってく

れる。その数18隻、3，4の新艇を除いていずれもレース

常速ばかりである。クラスIの艇中には遠来の「チタⅢ」

をむかえ、その走りつぷ')は全艇の注目を集めていた。

風上より「竜王」がトップスタート。やは')さすが。そ

の風下､|艇身巡れで「チタ1I1」がスタート、きれいな走り

を見せながら続々とスタートラインを横切って行く。と．う

したわけか「REDSHARK」のスタートが少々悪い。「ロ

シナンテ111」を歳後にスタート終了。スターンライトを点

点と略い海に光らせながら、やがて視界からその姿を消し

ていった。東京では雨か．降りだしたとのニュースに~1､､り堀

の天{峡を'綻じながらコミッティボートをシーボニアに移す‘

10H18:00日没前にフイニ､ソシュラインを設識、ウォッ

チに入る。20：30頃スタート時より点灯していたマス|､縦

列の亦灯の電池が気にな')、その取律え作業''1、湾口より

発光偏号を認める。1，;じられないような気持で全貝フイニ

ッシュ艇を注目、それを「ミスサンパード」と認めるまで

の時間はあまりに耐かかった。猛烈な波切り断をたてなが

ら多少オーバーセールをしたのかコミッティボートぎりぎ

りにリーチングでフイニッシュ、「ファース1､ホーム」コ

ミッティの「メルジーネ」のクルー一同テ．ツキに立ち、そ

の快走ぷりに拍乎を送った。テンポの早いレース運びを予

想させる「サンバード」のフイニッシュにウォッチは湾口

にHを凝らす。しかしその後rチタⅡI」のフィニッシュま

での約四時間､卜は除々に「サンバード」の快走ぶ')を物語

ってくれるだけであった。01:40「チタ1I1」の発光信･号を

認め緑灯を大きく振る。遠来の「チタ1I1」は期i､1通りの走

りを示し、不馴れなｲ;ll随湾を見'|fに走り切った。「チタⅢ」

クルーと喬葉を交しているひまもなく湾口より発光備号が

送られてくる。‐一瞬「竜王」と思ったのはあながち的はず

れではなかった符。しかし発光偏号は"600､'ではなかった。

船体は赤「RFDSHARK」だ。クラス○の2挺のフィニ

ッシュのあと息をつく間もなくフィニッシュした「RED

SHARK｣の快走ぶりは“さすが"の一雨につきる思い

だ。クラス1I1､のミニマムに近い「REDSHARK」は唯々

クラス優勝の地位を11Wめた･艇圧のl唯|恨氏の“後続艇は

認められなかった”の銀杵通り、4イ『の「竜王」のフイニ

ッシュまで約611､fIMあった。この大噌は神''一)亡陥廻航まで、

をいかに走ったかがこのﾉ暇を唯んだものと必-えられる。｜、

ツプ艇から「REDSHARK」までは神子元,II,,#廻航後20：

00前後のSWからN～NEのシフトまでスピンで相当の距

離を走っている「サンバード」にいたっては城ヶ,1,'ﾙ沖まで

ほぼ直線を走っている。SからNへのシフトがこの大差の

原I犬|だと思う。「竜壬」以下はおそらく往復スピンをあげ

る機会はなかっただろう。その後「智美」が機走で入り、

ﾘﾀｲﾔｰを告げる｡ジブｾｰﾙ全部を破損しﾚｰｽを断

念したとのこと。よいところを走っていただけにクル全員

残念そうであった。続いて「コンテッサII」す〈･に「飛耶

角II」「ホリディ」「くるしおII」とフィニッシュ。「ホリ

デイ」はクラスⅣでトップフイニッシュである。雌斗。「洲

m111」「はやまる」「雲illl」「アオレレⅣ」続々 とフイニッシ

ュ「祗王II_1もレース初出場ながら常々 の完走。「はやま

る」は健路フォアスティのターンバックルを破損、苦戦し

た岐様、「竜飛」のリタイヤーで残る艇も数少なくなった。

「チャダマス」「つばき」「妙表1I1」とフィニッシュ、残る

は「ロシナンテ」「マイグレーター」「はやとり」「ノアノ

ア」のIq艇で、すでに14:00を過ぎてしまった。当初テン

ポの'7.いレース運びを予想していた我々は少々見当はずれ、

タイムリミットまで岬問も少なくなってきた。それにして

も「ロシナンデ」のフイニッシュの遅れが気になる。15：

00頃「はやとり」フィニッシュ、30分遅れで「マイグレー

ター」大分遅れはしたがフイニッシュライン通過後のメイ

ンセール降.「ﾍｷのクルーのきびきびした動きが印象的であ

った。とうとう18:00タイムリミットが来た。未だ「ノア

ノア」「ロシナンデ」の連絡なし"18:30一応フイニッシ

ュラインを倣火し、峠上本部のシーボニアのハーパー事務

所へもどる。「ロシナンデ」「ノアノア」を気にしながらす

っかり略〈なったi'l『をハ雌よりウォッチ、まもなく「ロシ

ナンデー」か機走で冊って来る。残るは「ノアノア」のみ、

確認のため汕壺ボーI､サービスに連絡、20:00現在未入港

の返事。一応レース終]'を保安部に報i'rし、一艇の未入港

を杵げる。帰港次第再度巡絡を約し報作を終る。

24:00まで油壺に確認の芯活を数|ﾛl入れたがとうとう入

港の返1¥なし。12日02:00頃「ノアノア」の入港を確認、

胸をなでおろす思いで、さっそく保安部に連絡、全艇入港

を告げる。 I

多少混乱を後に残しはしたが、神子元島レースも無事終

了した．我々「メルジーネ」にとってはじめてのコミッテ

イが神子元ルレースということで大分荷が菰かつたが、ど

うやら協力を終えた。

（帆走委員長武部喜一）

－5－
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－｢竜王」・「ホリディ」総合優勝

●日時10月24～25日

●参加艇29隻

1970年第3回初烏レースは10月24I-I～2511,'1､網代～初

島（反時計廻り）～小網代（約48浬）のコースで、参ljil艇

は29隻（クラスIIIII11、クラスⅣV18)でおこなわ,fLまし

た。クラスIIIIIでは「竜王」がさすがに強く、所･用|I#ll1l8

時間59分49秒で総合優勝し、クラスⅣVにおいては「ホリ

デイ」が、11時間57分10秒で総合優勝を飾l)ました。

秋の初島レースは今年で3年連続、ノーレースといわく

付のレースとなっていましたが、今年のレースはまずまず

のレース展開となり、我々コミッティとしても気楽な内に

レースの完了を見ました。

10月23日、レース運営の打合せの為、シーボニアに芯活

連絡をした時には2～3日前頃よ')、品間はS，夜l川はN

の風5～6mとベスト・コンディションとの蝋で今年は例

年になく早いレース展開を予想してお')ました。

10月24日、12時10分、仕事を終え、大急､ぎでシーボニア

ヘ向い、途中、車の中で弁当を使うと云った、あわただし

さ。3時丁度、シーボニア滴、即ちレースIIIし込みにはい

りました。この時にはSよりの5～6mの良いコンディシ

ョンでしたが、夕暮になるにつれ風の振れも大きくな')18

:00、ｸﾗｽⅣVのｽﾀー ﾄ時刎には風の加I]も不安定で

風速も1～2mと最悪のスター|､、コンディションとな|)

ました。それでも時折り、そよそよと来る風を捕んでコミ

ッティボートの近くを-1,f|となって大,熱網と州Lとの|川を抜

けて行きました。クラスⅣVの艇川が汕壺の大,熱網にかか

る頃、クラスIIIIIのスターI､となl)、これ又、弱肌の悪条

件の中をクラスⅣV艇団の後に続く形となりました。中で

もコミヅテイボートの上手よりスタート・ラインに|I'Ijった

「竜王」がいい位置でスタートを切り、先行のいい瓜を捕

え、走抜けて行きました。この噸クラスⅣVの艇|､11は汕噸

の大謀網近くで内5～6艇は大,瀧網に捕った様子（後の報

告では脱出に1時間も要した艇もあった｡）

スタート時点の悪条件も沖へ,LIIれぱSEの、まずまずの

風で風向も軽い上りで､視界はよく､全艇初I的灯台の砿I忍

は早く、コースも初胤一直線となっていました。この様な

早いペースのレース展開も初品約1浬近辺よ')、肌振の兆

候と思われる、風の弱まりに悩まされ、わずかな艇位ii',iの

差により走る艇も有れば止ってしまう艇もあると云った状

況にな｜)ました。この様な状況下で「コンテッサ1I」はう

まく風を捕え、いち庁1-〈初,I;l')灯台をMAGOoに砿遡．この

時点では各レース艇のM難は大ﾉfなく、'l'II}路のコースに勝

敗が持込れる事になりました。初$II'h近辺は地形的にも瓜の

振れの多い所ですが今回のレースでは特に初』舟廻航のll.↑,1,'､I;

へ

一

が風のS～Nへの変化時刻にあたり各レース艇を悩ませた

様です。01:00噸より、本格的なNの瓜が吹と,始めました。

しかし地域によって風の振れがあり、ほんの4～500mの

位iFiの逃いによって、スピンの}こる艇と'朧い1－.りになる艇

が!↓＆られました。段々、風も強ま'）7～8mのNの肌に唯

一レースの峡川はli!〈、0311,f27分49秒「竜王」がファつL，

一ストホーム、銃いて「コンテッサ1I」「洲風」「雲仙」と

統々ゴール。初,l;↓近辺でｲｷレース艇が肌の振れに脳まされ

ていた噸（01：00）コミッテイボートの位慨する小網代湾

LIにおいてもI|鋤のウォッチの所では雨が降っていてもコ

ミッティ・ボートの「ミスサンバード」の海上では星空と

云った状況で、レース抑_l:の風の振れを予想していました［

次々 ゴールする艇のiifil､2やら、TCFの計疎等に追われて

いる|ﾉﾘに伐1ﾘlとなり、肌も弱まl)、先行艇と後続艇の錐は

ひらくばか')で、雌終艇の「サンゴII」のゴール(07時48

分30秒）噸には今にも本ff')の剛ﾂ膣となl)ましたが、なん

とかI:11のililにレースの'たJ･をILました。今IIIIのレースを終

え、感じます‘}#は件レース艇とも、よくなれているはずの

小網代湾'1スタートであるにも拘わらず5～6盤もの艇が

汕壺の大,難綱に杣')脱出に-i''!苦しんだ聯です。よく知ってい

る海liliにおいても勝敗の為に、安全とか漁ltの迷惑等が忘

れられている.1'1'(です。この|制睡はNORCの件レースのｽ

ﾀー ﾄが'1､網代湾11を利川する｣IA1:に関係するものと思われ

ますが塊状の持廻りコミッテイーilill庇て"はコミッテイーの

1111I:'ｿj･を5-えますと変る【lfも不可能かとも思われます。いず

れにしてもゴミ､ｿティーをウ|受けるrifは大変な仕斗f･

（第3回初島レース・コミッティー石合幸彦）

へ
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8/6鳥羽レース報告<東海支部＞蕊灘蕊蕊鷺灘灘＃
堀f2吋ﾕ命一ｴかfl句寸1分h分fM

｢SANRU」綜合優勝

毎年このレースは、鳥羽パールレースの参加艇及び応援

艇の迦航に便利な様に、パールレース直前のRIII11日に行わ

れ、東海支部で雌も,i,･<、支部f1'i成以前から行われていた。

今年の参jJII艇は、LUNAM･うずしお・ケリータ．・し

ゃち･SANARU･グランパスの6艇である。

本部艇としてCHITAⅢがｴｽｺー |､し､スター|､、
フィニ､ソシュを受持った。

00:00スタート各艇－せいにスターI､、うずしおのみ

洲流に流されスター|､ラインに上りきれず、泗l)!{I:して、
スタートが少し遅れる。

風速約5m/sec.SSE行艇クロスぎl)ぎりで良くすべ
っている。

02:00jif間崎通過後、瓜速が落ち風向もしばしば変る。

CHITAⅢは機走に切i)換え､フィニッシュランへ急ぐ。

05:00フィニッシュラインを設定。強い雨と雑の為視界

はあまり1‘↓〈ない。

瓜jfO.5～1m/sec.潮流強し。

06:00ﾚー ｽ艇､榊約の北ｲ111に発兄するも､無肌と､逆

i'lﾘ|の為､ﾌｨﾆ.ｿｼｭﾗｲﾝに近づけず｡

08:00SANARU･グランパス続いて、フィニ､ソンュ。

フィニ､ソシュ時刎は別表の遡り。、

12:00タイムリミット。LUNAll棄椛し、機走で、本
部艇に報i'fに来る。

このレースは、イIf年li｢lじ様な気象で無瓜とガスになやま

され、（スター|､から、桃取水道入1~1迄は秘い艇がよくす

べり)､又桃取水迫からフィニッシュライン迄の複雑な潮流

をうまくつかんだ艇が、勝っている。レース結果から兄る

と、レーティングの小さな艇、(SANARU･グランパ

スはブルーウォーターⅡ)､正式レーテイングが川ていない

為、ハンディキャップをjjllえた仮レーティング）から順に

入っている。微風レースのTCFの決め方は検討･の要があ

ると思う。（鳥羽レース帆走委員長丹羽由昌）

鳥羽レース成績表（8／6）

へ

｜
恥
一
①
｜
②
｜
③
｜
④
一
⑤

艇名

SANARU

艇名艇長

SANARU!|!村』j苫Iil

GRANPUS松原正勝

しやち柴11l俊彦

QERlDA服部弘

うずしおlMJlIl滋

LUNAllitﾙ欣也||

T､C,F

0．707

0．707

0．701

0．698

0．712

0．720

E,T，

8．04．22

8．18．31

9.57.18

10.50.45

11.05.22

1）NF

CT，

5．42．27

5.52.27

6．58．43

7.33.14

7.58.21
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第13回紀伊水道レース報告
瀞読謎韓.遠'貿栽讃砦嵩 <内海支部＞

「白峰Ⅱ」綜合優勝

昭和45年度第13同紀伊水道レースは和歌山県和歌浦港

～徳島県牟l唆大島～新和歌浦港の往復レース（約120測）
として昭和45年10月9日23時より昭和45年10月12日17時の

間で行われた。レース状況はスタート後牟岐大K；迄は断統

的な微風によるゆっくりしたレース展開で全艇（7艇）が

いつも確認出来る位置にあった。大鳥手前において瓜が藩

ち、逆潮流の関係もあって、全艇殆んど並び、10月101｣18

時頃より島寄りの艇から、大＃ﾙIpI航（反時i汁）が飴まり、

陸地寄りの艇も19時頃迄に艇をを終えた。10"11111時頃

迄微風が続き、全艇お互仁確認出来る位世にあったか111,リミ

過より前線の通過に伴う北東12～15mの強風衆雨になり、
5時過ぎ迄炊き荒れた。各艇その時より思い思いのレース

A<州となり、6時頃和歌浦溝入I]沖の$I;ﾙ{IIIIからifLjﾉ~lf'j'､llll.{

次､グﾙｰﾑｽﾃｲ､ｿｸ､ｱﾙﾃﾐｽ､爽丸、’'1峰Ⅱの4

艇が並んで､この噸から肌が藩ち微瓜のﾚｰｽとなり、ﾌ

ｲﾆ､ｿｼｭﾗｲﾝに帆_|側よl)ｱﾙﾃﾐｽ､プﾙｰムステ

イック、斑丸と並び後ﾉJ-にl'llfllか位ii''lし、そのまま瓜_la

側よ')アルテミス、ブルームステイックが8時20分前後l,il

時フィニソシュ9時過ぎ寅丸フィニッシュ、9時30分過l.l

峰Ⅱがフィニッシュした。又、後続艇の'l'i!iEI、III龍Ⅱは

13時前後、シーライフは101112II2時過ぎにフイニッシュ

し、無'〃レースは終了した。岐後にレース群｣巡絡艇とし

てレースに伴走したはねしかの森lll艇侭ﾉ&染細11に深く感
刈いたします。

レース結服は下I氾の通')です。

毎国

ｱﾙﾃﾐｽ|引錫;寅丸白峰Ⅱ甲龍Ⅱ甲龍ﾙーﾗｲﾌ
0.7780,7380,7900.7010.7050.6830.750

1 1134567

3312il30331121'30s34117|hOsl3414216371551if38104¥12s51¥10MOO
HMS㎡MSHMS

25II56M24H36'|27105M|24H!9M26ﾘ43M25.H59M38122M

312161547

フルーム

スティック 甲龍ﾙーﾗｲﾌ艇名 寅丸 白峰Ⅱ

0．701

ルテミス 甲龍Ⅱ

群
一
那
一
神

四
ｓ｜
伽

５
｜
齢
－
３34117%0s|34142｣@

27105M|24H19M修正時間

修正廟位

註ｱﾙﾃﾐｽ､ブﾙｰﾑｽﾃｨ､ソクの神|”&定はﾚｰｽ
柵'殻:の各I1訓一i!l'l時|川をもとにして、イIIT艇に刈する

状況報f{談と後統艇、寅丸、|'I峰Iの状況期If,ll:の拠
川をもとめ、陸111レース委111を、レース委貝協縦の紬

果報杵をレース部陵谷川がﾉﾐk断したものである。

匂

一一イーーー．

』
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峠g蹄:潔 神子元島レースの奮戦記
-NOA-NOAのギャレイにて－

佐宗初美
時!起るシバのI'Gi:、カタカタI!8るハリヤードの1l'i:、聞くと

もなく､混るともなくしている|ﾉ1にあたりがとても,揃かに

なる。朝凪ぎ．だ。こうしてはいられない。隙ぎ時とばか'）

御飯炊きにかかる。’'1いとぎ汁を船1世にひき、お鍋に水加

i',fしてプロパンに,ﾉ<をつける。一､l･,"~r･が魁い。御飯の,蹄：

える匂いか･胸におもくるしい.

外は快晴、,'j:い'';里にピンクの'|ﾘ旧(:が映える。針路止にIIj:

い天城が、そして中腹にI'11､lli余ホテルが削兄される。艇

稠は確i;gできないが、I名手に、後に、Aijに合1汁数1墜のIII)LIil;

がi.f.かんでいる。

今嘆は本構的にねぎとお可荷の|'ｲﾐIIWil･だ。1えfllな家I唾の

勾いがする。水物の唯りのお椀を他っている。ブﾗｽティ

ックスの存腓は惨めでさえない。コーヒーカ､ソフ。だって立

I'iな陶緋、ｳｨｽｷー は力･ｿ|､ダﾗｽでと､rNOA-N()A」

は格,淵か商い,，食'lfの時はタキシードでもi'.i川してもらお

うかしら。

ついでに砿込んだ主な食1．は、お米、通'術の保存食、イ

ンスタント食、野紫、：照物、玉子等か､チャートテーブルの

下に、ギャレイの卜棚には洲|味料各郁、コーヒー、紅茶、

ココア、日本茶にアルコール類、船のストレージは大型の

ジャーに牛肉、とうふ、しらたき、ビールにコーラ等が冷

蔵されている。しけが続いたらサラミにチーズをかじる予

定でコックピットに。又非番の人はバースにくつろいでボ

ﾝドｹｰｷやピｽｹｯﾄ等を食べてもらう｡これはまくら

もとに。

10日午後空は青いが風はあな1)強い。あいかわらずの南

西だ。ショートタックで伊豆の岸添いに'I111)lに一つ一つ猟

泉町を数えて行く。同じようなコースを取っている4盤が

りLえる。一溶近いのは「はやとり」と.|;l1断されるが、他は

llらない。ずっと沖、差木地の方if'｣に懸1fiTにlきって行く帆

影が見える。

ﾅビｹｰﾀｰの報佇によると前線がお')て来るという｡

間叫〔はもう降っているらしい。成程北來はるかの水､'4線に

横1札我が柳いている。ガヤカ．ヤと縦i術するが、衆砿一決し

たルfでは代々 の伸了･元I1'1航とIjij線の通過か.M#|,il時＃llになる

樅様だ．光のつらさを見地してか、或いはil,!(!,i&にでもつか

りに来た船か、北東へ帰投と,W､われる帆が認められる。

爪木に鑪掛かった頃はもう日もとっぷり群れて、爪木の

焔台と神子元の燈台が会話を楽しんでいるように交/I:にIﾘ]

減している。1判西の風はすつか')なりをひそめて、二l!芝目

のI'1だ｡北蝋にかわればもうチャンスは無い｡11k<liijにも

う-一度御倣を炊いておこう。

荊舟(君.がヘルムに、私がリーサイドウォッチそろそろ交

代という頃‘‘来た./来た.ﾉ来た./米た.ﾉ”どさっと北東の

風か蝋になってやって来た。“催はね、いつも人のために

つくすのざ、風と11平んでおいてあげたよ。“菰の効いたせり

ふを残してティラーをはなれる笠原刑。私かヘルムに、艇

長がリーサイドを補佐してくれる。ゼノアを観I''i:にしても

らって快走だ。‘‘舵を大きく、もっと、もっと“維隆に両。

われるまでもない｡船のプｰﾑを八双に術えてすきあらぱ

ヨットレースの栄光は勿,術催勝艇のスキッパーのもので

あるが、同じくラストホームの艇のコック圧のものでもあ

ることは古来大レースの|入統であるとlilいている。かくて

｢NOA-NOA」の．.ソク腿たる慨に、NORCだよI)のi1t

亜な,恋miを即める光栄がIﾉー えらｵし、以~|ぐ45年度神I"･ﾉじレー

ス裾戦記を綴らせていただくことになった。

初めに乗興を紹介させていただこう。スキッパーは纈川

さん。コンピューターのエンジニアー､27年に進水した「仰

秀」の初代艇長、未だ乗っているのだからヨットとは余稀

良いものらしい。チョーサーの渡辺さんはエレクトロニク

ス屋、丁度1ヶ月後に結僻式だというのに、何のIkl采かか

き入れ時のl't亜な連休を波とたわむれるつもりらしい。

サンパンは笠原11.、化学容IF111のライニングが価,ifだが船

のかぶりはあまり女(にならないようだ。l咋化でも凪でもl1il

じ域をして良く食べる。矢部YI･はナビケーターをリ|受ける《

研'先所．勤めの'y:究だ。彼の画く天気図は不思識なことに群

脈線がクロスしない。

股後に私、パーサー雑コック長、色は黒いが正真正明の

ミスである。調理:|学とか称し、専ら人様のべロを使って

の生体実I戦にlil遊をあげているが、我と思わん方はどうか

「NOA-NOA」のギャレイヘ。

‘‘夏の海とはちがうんだから､未だ未だ基本が足りないよ”

と雄初出場を渋っていた艇長を,猟きふせて、今5人の10の

卜|が折柄の上弦の月の光もとどかぬスタートラインの彼方

のlli'fい西の水平線をみつめている。''OK./OK./そのま

まどんどん走れ.／”餓気の良いのは艇長の声ばか')、スタ

ートラインを描切I)かけた艇はIIIIIIのブランケットでジブに

裏風を受けてやむなくタック、これを2回繰返し、結吋の

所10時におくれること6分、さえないスタート。でも後を

兄れば緒隣統〈船もいる。“いいよ、いいよ、先は長いん

だ。

航路を西へとってひた走る。「NOA-NOA」が一番快調

なのはいつもスタート祓後のこ．ぼうぬき。同じ伽庇で並ん

で走る|眠')は絲桃船令10年のオールドミスもいい線をいく

のに州って米るといつもテールエンドを孤独に走っている

というのはどうしたものだろう。

イII1はともあれ脱が空ってはいくさができない。早速私の

川藩だ。唯一の所･'IW持ち、艇隆の塊さんの手になるおにぎ

りで妓初は簡単に済ます。小柄なおにぎりが一つ一つてい

ねいにアルミフォイルでくるんである。のぼ'）コースでの

峡W!Fは体i雛だ。やむなくイージー味仲il'をぬるいジャーの

お渦で解いて給したがこれはいただけない｡胸がやける｡

一、二分はボイルしたかった。

位柵を尖なわないよう、風甲.と初I;ﾙの,蹄台を確認してタ

､ソク、沖へ向う。午前2時、風lil-のﾉﾉ位205.、瓜はあいか

わらず耐l}Li5～6moしかしこのコースで以外と人きなリ

ーウエイを硴忍、又タ､ソクしてとも角伊:!､Iの”|↓へとりつ

くことにする。朝まで退Iliな航海が続く。フォグスルのパ

イプバースで湛ようとするが、ピッチングの度にドスンド

スンし軸にひびく、コックピットのウォッチの研し71了、1l.f

へ

淳、
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ワイルドジャイプをとれらっている。

いよいよ神子元が近付いた。|､りにそなえて2ポイント

リーフ、ジブも一挙にNo.3におとす。バルに近付くと心強い

ことに意外と沢山の雪､ソトが嘘っている。

大きなヨールかl泄匪船のように|｣:体をゆすりながら西の方

へ上って行った。ジャイブして神子ﾉ心をデッドノースに見

たのが0時30分、苦しい上りだ。強いI:|jがバウに砕ける波

と一緒になって、目に1_1に容赦なくたたきつけて来る。艇

は苦しみ、前進を渋る。とにかく責係の時|川を夢中で耐え

た。テイラーを艇長に渡し、キャビンに逃げ込む。どうせ

眠れないにせよしばし休息だ。

朝5時過ぎか、ボーI､ホールがほの青い。どの辺だろう

か。艇内は惨々たるもの、柵れた衣顛が攻いは七の時に。

或いはへの坐j::の形でフロアーに振りつめいている。ガタガ

タしているのはナンバンがエンジンと格1-しているのだ。

どうしたのかしら。やがてカタカタとエンジンの音。デッ

キに出る。昨夜の格斗を物語るように、メンスルの上のバ

ランの所がほころびて強風にピロピロとはためいている。

二本目のバランは折れ、そしてまあ初めて雨に柵れたニュ

ーセールの惨めさ､延びたﾘｰﾁ、プｰﾑは負け犬の尾っ

ぽみたいに船の中心線まで低くひきこまれている。金輪際

上らなくなってしまったとのこと。

波と一i粥に稲取港に雌})こむ。アンカーレッコ。チョー

サーはクォーターバースにも〈･りこんでふて堰をきめこむ。

とにかくも少し'|'jlj'mに募せる,上うにキャヒ.ンを片附けなけ

れば。艇長は---#llも111.<,'l捲をというが、もはやその‘i,い

方には迫力がない。それぞれ､llってます。打l･げパーティ

ー用に仕込んだスキ焼の材料一切、ここで放出だ。ともか

く手1II-〈川迩、やがてジュージューとキャビン－杯に肉と

ねぎの揃えるにおいがたちこめる。熱いしらたきを玉了_に

つけると禍色と脂かチリチリと浮上る。コミテイーの皆様

ご免なさい。

使い慨れた-占セールに取枠え、唯11--|!1←I話から下まで乾

いた衣顛でこざっぱりし、柿取を,1l}たのは811,fを大分juっ

てい･た｡初‘'的までは価'Zのﾊ鼎jzりと、初!;ﾙから真直汕壺へ、

結描苫しい_|こりコースを,6時IⅢ全かかってホームポートへ

たど')端いたのは12日の′'二前lll､芋だった。

後日の話であるが、近頃とみに下ll2の出て来た艇長はこ

の航海で3Kやせる目標を樹てていたそうである。しかし

優勝の夢とともにこれは果たすことが出来なかった。

鍵議鍵議議 関東支部・油壼フリートの巻
一美男ぞろいの油壺

小網代、シーボニア、油壺の3フリートがNORCの中

枢を占めているわけだが、モーターボートなら五分位で往

き来の出来る同一水域内のこの三隣接フリートの夫々が、

全く独立した性格をもっているのは誠に、白い現象である。

即ちNORCレース派粘鋭でガッチリ固め原飴共産的(?)共

同体制を誇る小網代、キラ星の如く金持ちヨットが集結し

万事にアカ抜けのしたシーボニアに対し、ピンからキリ迄

の変なフネがメッタヤタラと肋っている様で、それでいて

独特のモヤモヤーッとした混然一体の一つのムードを作り

上げているのが油壺である。纒りがないと云えばこのフリ

ート程纒りのない所も珍しいだろう。第一、油壺に一体何

杯のヨットがあるのかと云うことすら、誰も正確には判ら

ないのだから全く以って変なフリートと云える。今迄殆ん

どフリートミーティング等やったことがないし、ましてや

フリート運営規則なんて云うメンドウなものは、作ろうと

云い出す者すらいない。

それでいて、このフリート程フネとフネとの交流が和気

アイアイで盛んな所も関東では珍らしい。オーナーやクル

ー同志が、あちこちのフネをハシゴ酒して廻り、しまいに

はどれが自分のフネだか判らなくなって灘かのフネに文字

通りチンボツしてしまうと云う風漿が上IWの深夜にしばし

ば見られる。外人が舷側から平気で立ち小仙をしているか

と思うと、そのすぐ|灘')で釣れたばかりの魚を早速天ぷら

にしたりしているのも壷ならでは見られぬ光紫だろう。

まとまりのない油壷が、逆に非常に良いムードで謀とま

っているのは、全員が本当にヨットを、海を、そして何よ

りも油壺の尖しいH然を愛していると云う心のつながり以

外の何物でもない。そしてこのことを樅よりも良く理解し、

漢とした統卒力と人棉で、このまとま})のないフリートを

うまくまとめているのがフリートキャプテンでロータス(通

称ロタ公）のオーナー金原さんである。やたらクルーをギ

ャーギャーどなりつけたI)、レーシングタクテイクスのオ

バケみたいな人間が名スキッパーとは云えないのと同じこ

とが、フリートキャプテンにも云え様が、この意味で金原

さんこそH本一一の名フリートキャプテンと信じている。

この様に1囎いていくと、如何にも油壺フリートは軟弱ブ

ルーウォーター派ぞろいで、ﾚｰｽにはそつぼをif']いてい

る様に忠われ勝ちで、事実他のフリーI､からはその様な薩

口をされているらしいが、ドッコイ、Iﾘえば今年のポイン

トレース・スプリングシリーズの成紙を見て頂きたい。ク

ラス111位W美、クラスⅣ1位アオレレ、クラスV1位サ

モアと残念ながらクラスⅢの優勝杯丈をシーボニアに持っ

ていかれた以外は、皆油壺のフネではないか.ノエヘン.ノ

ヨットを走らせるのは、フネでも、企でもウデでも、ま

して頭でもない､顔.ﾉ左様フェイスが蚊大の要素である･･･”・

と云う汕壺フリー1､の持諭がここに兄|Ifに立iil[されている

ことになる。そう云えばこのフリートにはハンサムが多い。

それはそうだろう、文字通り「汕壺から抜け出した水もし

たたる」良い男ばかりなのだから。汕壺万オーノ

（向井記）

一・9．－
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◎抱負としては、NORCレースに参加してみたい。

1世は独自の設計でやや重量がかさみすぎた1噸li'lがあ

るため、11世はProductionYachtとしてレースに活

雌したい。

◎クルーの顔ぶれは

1世は広島県の宮島で建造後、油壺まで38年に胆l航後

20フィート艇としては、八丈陽性榎などをやI)、削気

あふれる活雌をしている者ばかりである。
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新登録艇の紹介I
■
ｉ
令

セールNo.、艇名、リグ、LOA×LWL×B×。、オーナ

ー氏名、フリート及びオーナーのコメントの順です。

〔関東支部〕

363鈴鹿スループ24'－6"×20'－0"×7'－9"×4'一

7％”商水i,$ll心）c「PINKPEARLIのオーナー変史
により改御|j溌鍬

◎そのﾊﾆ、鈴l雌!｣I脈より吹きおろす肌でヨットを習った

ので、私にとっては股も'|喪しい呼名。

◎セーリングと-フィッシングの2本立てで海のレジャー

をi,断喫すること。

1059粒粒（りゆう')')7)スループ6.50×5.40×2.04

X1.40中川公正ブルーウォーター21クラス諸磯

◎われら全て貧乏にて粒粒辛苦の水買入れたものであり、

又クルーザーとしてはまさにささやかなるツブの如き

もの故かく名付けた。

◎年代に合せて買い棒えて行く所存、即ち30代にして30

呪、40代にして401災なるが如し。

◎クルーとしては

平川'11準･….,全然ヨットの知識なし。

熊芥浩、IH中秀IVl

Y15にてカワイコちゃんとのみ遊びしヒマ人

中111公正は、オーナーとしてクルーとなり鵬て、他の

3人のやらざる炊辨、掃除など全てを抓当し、‐--瀞船

に弱くヘドロを吐く男。

◎要望としては

1.会YWを安くすること。

2.金をかけた艇は勝つに決っているので所iI}ランクに

応じたレーティング係数を負荷すべし。

3.織勢会を頻繁に開いてili祭して賞いたい。

669CORVATSCHスルーフ･7．49×6.10×2．30×1．55

加朧忠男ブルーウォーター24クラスシーボニア

◎仕事上、スイスに年3～4回行く、そのスイス領にある

山の名前をとった。想出深い出来ごとがあったかも…。

◎ヨットマンらしいヨットマンになりたい。艇、クルー

ともにﾖｯﾄ仲川lから好かれるようになりたい。

◎クルーは

スキッパー後藤良国（31オ）

ナビケーター浅野英武（26オ）

ボースン坂絃一（25オ）

．学生時代からの船キチぞろい。2～3年〃l気が抜けて

#いるが､みんな気の良い奴ばか｜)。

◎新参者なので、現ｲ、NORCへの要望などと大それた

たものはあ！)ません。よろしくご指導下さい。

へ

1061あかめ7.16×5.80×2.33×1.50Mlll正己武市

俊氏投計になるも艇名のゆかりは？江の島

1002朝風スループ27'-8''×21'-0"×8'-1''×5'-

3”朝比奈断C.R.HOLMAN氏設計シーボニア 1062凪スループ6.71×5.02×2.06×1.40藤江克己

横山晃氏設計の自作艇諸磯

◎艇名をつけるなら漢字で一宇。帆掛船で凪ほど仕末の

悪いものはない。しかし、風が吹いていれば凪になる

可能性があるが、凪の状態では次に風は必ず吹いてく

る。従って艇が「凪」であれば風も期待できよう。

◎これからは、ともかく沢山走り、多くの経験を積みたい。

1043ISAY(アイセイ)7.49×6.10×2.30×1.40平

山一政ブルーウォーター24クラス（小坪）

1049MASTEYNAIIスループ31'－O"×9'-3"×5'

－9”由水雅通渡辺修治氏設計油壷

へ

10510CEANIDIIスループ6．50×5.40×2.04×1.40

田山英世プルーウオータ－21クラス須磨

1063MAREADOVスループ

1.20_I二原一夫ベルギーのミ

計FRP艇佐島

7.40×5．80×2.40X

'シェル・ビゴアン氏設

1053ATHENA立hi(一弥

◎ギリシャ神話の柿を手に、ll薑Iをかぶった完全武装の若

く英しい、職に勝利を約束された女神の名をとった。

◎艇名にATHENAをつけたように、なるべくレース中
心にヨットを楽しみたい。

◎クルーとしては、現在岩倉親倶君、河上憲司君を予定、

岩倉君はウィンチを必要としない程の力持、河上君は

B21のベテランである。

1065POLARISIスループ7．49×6．10×2．30×1.55

魚住孝男ブルーウォーター24クラス江の島

◎北辰ヨ､ソ|､クラブ（北辰電気）の北辰→北極星→
POLARIS

◎当面安全運航に心掛け、それからレースの参加を考え
たい。

◎クルーとしては

千葉大「くるしお」のOB土田君

東北大のOB横山君

東工大のOB佐烏君

1056SUBSONICA-IIスループ31'-0'×24'-02'×

9'-03"×5'-09''原貞~ﾉく油壷

◎航空関係の峨業に従'ifしている同好会「空艇会」所属

の1世に統いて“とされたため同名11世とした。

-10-
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<失敗談>｢KELONIAⅡ」オンザロック反省の記
一基本的作業をおこたるな－

「KELOIAI」が今年の第11J'I初iliルレースで、フィニ､ソ
シュラインまで100mfi!Iの網代lll!liの料峨に座礁して、｜'|力
離礁できず、レースを断念したことをご存知の方も多いと
思います。これはその失敗縦です。

経過。2月、3月のポイントレースにあま')振るわなか

ったこともあって、シーズン聯あけの初,l｣'6レースに我々 は

多少の川ｲ､fをもってのぞんだ.レースはNE7～10m/sec.
前後のl乢の'l!で､18:00スター|､、トップグループで21:42
初島III1航、ボートタ､ソクのクローズホールドで小網代を｢l
指し、」II朝03:00頃のフィニ､ソシュが予想できた。メンス
ルワンポイントリーフ､NO2ジブで比岐的切上り良<02:30

風'(小網代湾11のWSW3M位の所に来ていた。llifい夜では
あったか前方に大)『'艇の尼.kl.がいくつかみえており、安心
感から我々 は正硴な位iii,lを,'llすことをおこたっていた。バ
ヴのワ､ソチがｲ111か叫んだ。大!;"|4だ／ぎりぎりでこれを

かわす。‘渦磯沖の網と雌i忍、フィニ､ソシュまじか、杵緊張
する。バウワッチを2街にする。すぐ前方に亦いハルの艇

がみえる。我々はここで夕､ソキングしたが、網代崎沖の大

i端'4に111ることを恐れてす〈･ボー|､タックにもと・る°網代
崎と大,"ilulとの間を辿ってフィニ"ノンュしようと網代|崎に
接近する。前方、網代|崎の近くに我々 とIT1じコースを油っ
てllllt走!|'の艇か雌i;,Mされた（これは後で「AOLELEⅡ」
と分った)｡これよ')も肌_H!1l1(人:iM*|411111)を辿ってフィニ
"ノシュ態勢に侈ったつもりだった。ここでこの艇よりもi'l1

好りを辿るという安心感かあったことと、フイニ"ノンュ予
告の発光I1;9･をおこなって'.､たために/|*に注迩を向けなか

ったのかまずかった。「A()LELEⅡ」に近づくにつれこ
うこうと崎火をつけて艇休か拠'肘にヒールしているのかわ

かった｡あ/前の艇は唯砿している｡これは危い。と思っ

たIWIIIIだった｡力’ﾂﾝ､．えズズ･"“･というfKi:とjlぐに胴眺し

てしまった，座礁IrI稜艇をl瓜に､Xててタ,ソキングすればⅢ|f

雌が側I能だったとも思う(｢AOLELEII」はこうしてうま
く離礁した）が、恥眺のための処iir,i、その他のまずさもあ
って、次第に肌~ドの峠の-ﾉﾉへ流され、加えてi'|ﾘlが'jlきはじ

事務局移転ならびに人事異動について

めたため|(|力で離礁できなくなり、ついにコミッテイーと
シーボニアの助力を求め111.1lll離礁することができた。艇自

体の批傷はFRP製のため大したことはなかったが、我々
の受けた心身のショックは大きかった。

座礁の原|ﾉ〈|として考えられることは、①ホームポートの
ため我々 すべてか知っているつもりで位稚碓ii,Mなと．の基本
的作業をおこたったこと、②他艇の航路についてゆくとい

う安心感もあったこと、その艇が座礁していることもある
ことを知らなければならない、③肌ドイ111、セールのかげの

ため峠への注懲が行き届かなかったこと、むしろ風上ｲⅢの

大謀綱の方に注意を|f1けていたこと。④フィニッシュ予告
の発光信号に気をとられていたこと。

事故以来、我々は対策として次のようなことを実行して

いる。①航法の原ﾛﾘにもと．')、夜lHl雌に近づくときは必ず
位祇確認を数IIIIおこなうこと、②'1､網代湾の夜間入港訓|練

をおこなうこと、③小網代近辺の柿しいチャー|､を作る。
大縦綱の位慨も時々 i!1ll定して記入、州正する。

罪故というものは乗糸II貝の心のすきをねらうように突然

おそいかかり、jum!収応的にズルズルと悪いﾉﾉ.l'''1へ、悪い

方向へと流れていってしまうことを痛感しました。あれが

網代崎だったから良かったようなものの、初ﾉﾙや亀城砿で、
あるいは式恨!I的なと“で粒肋が望めない場所だったら一体ど

うなっていただろうか、今でも冷汗の,1'1る思いです。むし

ろ、あの榊堕の‘"故でi（んだのだから、伽が我々に与えて

くれた〔とない数訓だとみて深<IL門している次第です。

その後我々 は一時はレース川場詮'1分あきらめてi敵,ll'iし

ようとどえておりましたが、NORCの粁様のはげましも

あり、大バルレースから似j,,,}させていただきました。二|lf故当

ll､f、州兼にご心配をおかけし、また糾切な激励の言菜をい

ただいたりいろいろありがとうございました。ここにこの

11WIiをかl)てお礼IIIしあげます。以上、我々 の苦い経験が

NORCの+¥様に多少なl)とも参考になればさいわいです。

+¥様の安全な航郷を祈ります。「KELONIAⅡ」
（大谷正彦）

会員及び登録艇の現状

（12月10日現在）

二里

、

（
） －東海支部より－

平素は当協会の~F}f業椚勤につきｲ11かとご支援をいただき
ｲj難く厚くお礼'IIしあげます。

さてこのたび』11支部は9IjlOlli､｣-~|､､I拙のように'if務),,jの

移I陸ならびに人|}fの異勁を1jいましたのでこ辿知いたしま
す。

特別会員｜正会員 準会員 舟艇吾録TOTAL

関東支部 208 668 11 917 209

記

（新）住所〒468"-1}峠冊j昭fllK天1l町八二1"f11」
，屯!i!吋名11iif(052)832-11511ﾉ1線235

夜llllf!',･l-借(052)981-7495(1と尼総務委典も）
宿1'小1t(052)622-0157(角田支部Lさ七）

1#錦Ⅱ当荷総務愛i!K1世好泰(新任）
（旧）住所〒46021',.jf'lj中区錦三丁回

束抑銀行本ﾉ,li内

なおl1l支部総勝委員(@l崎涯）佐帳光弘、lli支祁総務.愛
ji(事務j1ja)奥村通j'はそれぞれ支部派輻普ﾉ4委貝に枕
伍いたしました。

東海支部’35 101 39I 137

京都支部 1月
4J

］1
J』 1 47 17

内海支部 34 108 0 142 37

西内海支部 14 28 42 14

306 936TOTAL イq
rJ 1285’316

－11－
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<会員の声＞

正しい海事思想の普及を
－海はレースだけのものでない－

鼓近どうも、抑にi]:〈機会が、少なくなった。レースも

やりたいし、のんびり流すのもいい。：ｲ｣:きたいと思いなが

ら、さて、思うにまかせないのである。

我が家の家峡附成は、いつの川にか5/、になり、艇男が

どうやらクルーとして、使えるかなあ、というほど育つの

は育ったけれど、末のチビに下がかかってⅡ:〃がない。

たまの日峨II，オヤジだけがノコノコ川かけられない:1#

1背も、色々と生れてくる。潮だらけの衣顛も、カミサンの

顔色をみながら、洸樅たのむのも億劫だ。

NORCの名簿を、パラパラとめくってみると、会員番

号が4ケタになり、更に皿に年度の数'i･:が入るようになっ

た。懐しい人の名前もみえるが、大部分は知らない人であ

る。そして、二代目ジュニアの台頭がある。時代は廻って

いるんだな、とつくづく思うが､R分が年をとったとは､

ムキになって思わない。若い奴等に負けるもんか、と思う《

爺近、私が伽こ出にくくなった事'|､,を、色々と考えてみ

るが、どうやら、家族5人ともなれば、オヤジ1人だけが

愉しむ年代は過ぎて、どうしても海に川たければ、手jLま

しいの女子供も、海のとりこに巻きこむに、し<はない、

という粘諭がでてくるのである。

当然、苛陥なレースは無理である。できるだけ快的なキ

ャビンと、できるだけ梁な操船、安全性等をi,l'iたしてくれ

る船が欲しくなってくる。岫端にいうならば、浮ぶﾊｳｽ.

ボー1，があって、（この根拠地は】l1に走る必要はない）女

子供が海にMlllれ机しみ、海をエンジョイし、海の素IIIfしさ

に開眼して、腰の重くなったオヤジを、家族がi〃に引っ雛

り出すようにならなければ、本､11じゃないのだろうか。グ

ッピーやOPが、セーリングの手ほどきをしてくれるだろ

うし、やがては、家族みんなでクルージングを翅むように

な})、ほんの数年後には、オヤジをスキッパーに撒いたレ

ーサーが出現すれば理想的といえるだろう。オヤジは、も

う、クルージングに行きたいとか、レースに川たいとか、

ぼやく必喫はなくなってくる。休みの日を待ちかねて、家

族全員で、海々として抑に''1かけるようになるに違いない。

空前のブームといわれるヨ､ソト界の、急､拠手をつけねば

ならない11::1#は、正しいil'j:<li思想の杵及である。現役ヨッ

ト・マンの責征は、‐番手近な恋人・女冴・子供達を海に

総って一人前のヨット采りに育てあげよi)よき理解と協力

を得ることである。呵々‘愉快股。真夏の夜の湛言じみたこ

とであるが、そろそろ公l蠕号のlll･いﾉﾉ．々 には、思い当る

点、なきにしもあらずではないだろうか。

囲りを見廻してみると、この脱に近いフネも、ないわけ

ではない。然し、殆んと'|5l1外なく、NORCに所偶せず、

むしろ、批判的であった')する。そして、お互いに、相反

目する面はなかっただろうか。

私は、レースすることは、安全のために雌もよい方法だ

と思っている。クルーとして鍛えられ、フネの性能を知り、

あらゆる海象にぶつつかる。そんな雁戦の強荷が、タライ

のようなフネに来ってこそ、安心できるのではないだろう

か。どんなタイプのヨシ'一であっても、安全IIMIY!検査を受

けるためだけのためにも、ヨットと名がつけばNORCに

所偶すべきだし、できるだけ人もフネもレースに出場すべ

きである。そして、次代の強者が生れてくるのだと思う。

レースー辺例のヨシ1､を砿いというのではないし、海外

に出かけることも、大変結構なことだ。

．だが、もう子供の生れたヨット染りは、その母親も、そ

の子供も、教育してやって欲しいと思う。〈白いヨット＞

という絵本が生れたことも必然なのだろう｡広い広い海が､

レースだけのものでないことを、改めて認撤し、せめて我

が家だけでも、家族全部がヨット乗l)になるよう、努力し

ようと考えている。妄言多測

(006I)

◇事務局だより◇ 年会費を納めて下さい－

本部事務局もガラリとメンバーが粋って、何かと不li'iれ

のため会員の皆さんにご不iIMjの点も多々あることと深くお

詫び申し上げます。しかし、何と申しましても、本部とし

て一番間るのは、皆さんの中に、中々年会溌を納めて下さ

らない方が多いことであります。ご存じのように、会の連

営は皆さんから納めていただく年会費によって、すべての

経費を賄っているのでありまして、年度末に支払うものば

か})でなく、毎月毎月支払らわなければならない経費がい

ろいろあるのであI)ます。たとえば、職貝の給り･を初めと

し、家賃とか光熱説、印刷賀や郵送料（鵬鹿にならない金

棚です）など幾多の綴甜がかかl)ます°

従って、年度ｲ<には杵さんから納入願った年会我は予算

止のI満支払いを済ませますとゼロになることになっており

ますので、若し会W未納の方が沢山ありますと、その分だ

け予算的に赤'j･:ができ、ニッチもサッチもいかないことに

なるのであ!)ますので、会貝の皆さんのNORCに対する

唯一の義務である年会1Wの納入につきましては、今年度当

初の総会において規定いたしましたように、遅くとも4月

末日までには必ず全会iiのﾉﾉー に、ご納入W【(いたいのが事務

局の心からなるお願いでございます。（高村理事）
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